
組織現勢（10月1日現在）

組　合　員　数 21,830 世帯

出　資　口　数 91,484 口

　9月の新規加入 12 世帯

　9月の増資口数 76 口

（1） 2011年11月1日（11月号） 城　南　の　保　健 ホームページ 城南保健 検索⬅
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第1会場
①大森中診療所の健診について
　　健診センター　伊藤　邦夫
②東日本大震災とゆたかの家
　　豊支部　古口　昭代
③下部内視鏡検査の取り組みから
　　手遅れの癌を出さないために
　　　～便潜血陽性から見えたこと～
　　竹田　美枝子
　　共同作成　森里美、戸田いずみ、久津呂幸

子、内山はるよ、長尾由香、益浦亜理香
④グループホーム虹の家しおかぜの取り組み　
　今をともに歩み支え合う
　　　～グループホームしおかぜの2年間～
　　しおかぜ　橋本　雪子
⑤回復期リハビリテーション病棟の紹介
　　～リハビリテーション科から～
　　谷口　百合子
⑥西品川支部の食事会のとりくみ
　　西品川支部　松川　久男
⑦組合員と職員の共同でつくる保健生協の活動
　　生協本部　野口　修二
⑧大田歯科の在宅往診について
　　大田歯科　吉田　心一
⑨わくわくヘルスチャレンジの取り組み
　　大森西北支部　塚平　憲和
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仲間増やし月間は
10月１日～12月16日です

　• 月間の仲間増やし目標は
630世帯の到達（年間目標の90％）

　• いつでも元気の購読者　30部
　• コムコム購読者　10部
　• 大腸ガン検査　450人　です

10月１日㈯　今年も行いました

仲間増やし月間スタート直後のステップ
第３回城南３法人「生協組合員活動と医療・介護活動交流会」

　　　　今年は、2会場で分散会形式で行われました

　　　　過去最高の18演題の発表でした

第2会場
①グループホーム虹の家みちづかの輝き事例　
最後まで自分らしく暮らせた援助を振り
返って

　　みちづか　村松　由香
②医学対活動
　　～地域医療を守る後継者対策の取り組み
　　医学生担当室　東　充洋
　　共同作成　中泉聡志、日高直哉、杉山耕佑、
　　田口大樹
③力をあわせてよりよい大田病院に
　　中央池上支部　星野　弘子
④終末期を支える訪問看護　なにかしてあげた
　いと思う気持ちを大切に
　　ゆたか訪問看護ステーション　木付ひとみ
⑤城南3法人で働くということ
　　組合員さんとともに
　　生協本部　横山　直城
⑥ろうあ者の舌癌患者に寄り添って
　　京浜診療所　三上　志津子
⑦大森中診療所の「よろず相談」のまとめ
　　水曜日担当　村松　茂
⑧地域における大田病院通所リハビリテーショ
ン
　　通所リハ科　針生　幸子
　　共同作成　松本牧絵、松本正行、工藤紀美
　　子、太田香子、邉見亮
⑨城南3法人で取り組むお元気ですか訪問
　　生協本部　梶原　直之

組合員・職員あわせて82人が参加しました

発
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す

参加されたみなさん、お疲れさまでした
　当日は職員、組合員あわせて82人の参加でした。今回の交流会は、
大きな会場が確保できず、大田病院会議室の２カ所を使った分散会で行
いました。
　第１会場９演題、第２会場９演題の計18演題で、組合員さんのとり
くみや各事業所のとりくみなどを発表しあい、多くの質問も出され、意
義のある交流になったと思います。
　この会の目的の１つでもある「仲間増やし月間のステップの場」とい
う意味でもとても良い機会となりました。
　最後に行われた行動提起では、今年の月間は「地域に出て行く」こと
が強調され、今後地域を訪問していく中から、多くの方と対話し、ネッ
トワークをつくり、組合員も増やしていくことが強調されました。

《参加者の感想より》

 • 若い職員も多く参加して、よい交流会だった
 • 満席で会場が狭かったが、中身はとてもよかった
 • 司会も組合員さんと一緒にすすめていくやり方でよい
 • 地域をまわる必要性を感じた
 • 質疑応答が活発でよかった
 • 大田病院がステキな組合員さんたちに支えられているんだと感じた
 • お元気ですか訪問…こまめにまわらなければ
 • 地域のネットワークをどのようにつくっていくかが課題ですね
 • 医療関係の発表は医療用語が多かったかな
 • 別会場の発表も聞きたかった
 • 若い人の発表がもう少し多くてもよいのでは
 • ３法人は、改めてすごい組織だと感じた
 • なごやかな和気あいあいの雰囲気がよかった
＊その他、個々の演題についても、多くの感想をよせていただきました。


